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四

一
般
に
公
表
さ
れ
た
債
務
処
理
を
行
う
た
め
の
手
続
（
破
産
手
続
、
再
生
手
続
、
会
社
更
生
法
（
平
成
十
四
年

法
律
第
百
五
十
四
号
）
又
は
金
融
機
関
等
の
更
生
手
続
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律（
平
成
八
年
法
律
第
九
十
五
号
）

の
規
定
に
よ
る
更
生
手
続
及
び
特
別
清
算
に
関
す
る
手
続
を
除
く
。）に
つ
い
て
の
準
則
（
公
正
か
つ
適
正
な
も
の

と
認
め
ら
れ
る
も
の
に
限
る
。）に
基
づ
き
、
事
業
再
生
に
係
る
債
務
者
と
そ
の
債
権
者
と
の
間
の
権
利
関
係
を
適

切
に
調
整
し
た
経
験
を
有
す
る
こ
と
。

（
事
業
再
生
計
画
案
の
概
要
の
説
明
の
た
め
の
債
権
者
会
議
の
期
日
の
続
行
）

第
二
十
三
条

前
条
の
債
権
者
会
議
に
お
い
て
事
業
再
生
計
画
案
の
説
明
が
終
了
し
な
か
っ
た
場
合
又
は
前
条
第
二
項

各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
決
議
さ
れ
る
に
至
ら
な
か
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
債
権
者
の
過
半
数
の
同
意
に
よ

り
続
行
期
日
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
事
業
再
生
計
画
案
の
協
議
の
た
め
の
債
権
者
会
議
）

第
二
十
四
条

事
業
再
生
計
画
案
を
協
議
す
る
た
め
の
債
権
者
会
議
に
お
い
て
は
、
事
業
再
生
計
画
案
の
概
要
の
説
明

の
た
め
の
債
権
者
会
議
に
お
い
て
選
任
さ
れ
た
手
続
実
施
者
は
、
事
業
再
生
計
画
案
が
公
正
か
つ
妥
当
で
経
済
的
合

理
性
を
有
す
る
内
容
の
も
の
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
意
見
を
述
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
事
業
再
生
計
画
案
の
協
議
の
た
め
の
債
権
者
会
議
の
期
日
の
続
行
）

第
二
十
五
条

前
条
の
債
権
者
会
議
に
お
い
て
事
業
再
生
計
画
案
の
協
議
が
調
わ
な
か
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
債
権

者
の
過
半
数
の
同
意
に
よ
り
続
行
期
日
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
事
業
再
生
計
画
案
の
決
議
の
た
め
の
債
権
者
会
議
）

第
二
十
六
条

事
業
再
生
計
画
案
の
決
議
の
た
め
の
債
権
者
会
議
に
お
い
て
は
、
債
権
者
全
員
の
書
面
に
よ
る
合
意
の

意
思
表
示
に
よ
っ
て
事
業
再
生
計
画
案
の
決
議
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
事
業
再
生
計
画
案
の
決
議
の
た
め
の
債
権
者
会
議
の
期
日
の
続
行
）

第
二
十
七
条

前
条
の
債
権
者
会
議
に
お
い
て
事
業
再
生
計
画
案
が
決
議
さ
れ
る
に
至
ら
な
か
っ
た
場
合
に
お
い
て

は
、
債
権
者
全
員
の
同
意
に
よ
り
続
行
期
日
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
事
業
再
生
計
画
案
の
内
容
）

第
二
十
八
条

事
業
再
生
計
画
案
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

経
営
が
困
難
に
な
っ
た
原
因

二

事
業
の
再
構
築
の
た
め
の
方
策

三

自
己
資
本
の
充
実
の
た
め
の
措
置

四

資
産
及
び
負
債
並
び
に
収
益
及
び
費
用
の
見
込
み
に
関
す
る
事
項

五

資
金
調
達
に
関
す
る
計
画

六

債
務
の
弁
済
に
関
す
る
計
画

七

債
権
者
の
権
利
の
変
更

八

債
権
額
の
回
収
の
見
込
み

２

前
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
は
次
の
各
号
に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

債
務
超
過
の
状
態
に
あ
る
と
き
は
、
事
業
再
生
計
画
案
に
係
る
合
意
が
成
立
し
た
日
後
最
初
に
到
来
す
る
事
業

年
度
開
始
の
日
か
ら
原
則
と
し
て
三
年
以
内
に
債
務
超
過
の
状
態
に
な
い
こ
と
。

二

経
常
損
失
が
生
じ
て
い
る
と
き
は
、
事
業
再
生
計
画
案
に
係
る
合
意
が
成
立
し
た
日
後
最
初
に
到
来
す
る
事
業

年
度
開
始
の
日
か
ら
原
則
と
し
て
三
年
以
内
に
黒
字
に
な
る
こ
と
。

３

第
一
項
第
七
号
の
債
権
者
の
権
利
の
変
更
の
内
容
は
、
債
権
者
の
間
で
は
平
等
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。た
だ
し
、

債
権
者
の
間
に
差
を
設
け
て
も
衡
平
を
害
し
な
い
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

４

第
一
項
第
八
号
の
債
権
額
の
回
収
の
見
込
み
は
、
破
産
手
続
に
よ
る
債
権
額
の
回
収
の
見
込
み
よ
り
も
多
い
額
と

な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
債
権
放
棄
を
伴
う
事
業
再
生
計
画
案
）

第
二
十
九
条

債
権
放
棄
を
伴
う
事
業
再
生
計
画
案
は
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
と
す
る
。

一

債
務
者
の
有
す
る
資
産
及
び
負
債
に
つ
き
、
経
済
産
業
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
よ
り
資
産
評
定
が
公
正
な
価
額

に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
当
該
資
産
評
定
に
よ
る
価
額
を
基
礎
と
し
た
当
該
債
務
者
の
貸
借
対
照
表
が
作
成
さ
れ
て
い

る
こ
と
。

二

前
号
の
貸
借
対
照
表
に
お
け
る
資
産
及
び
負
債
の
価
額
並
び
に
事
業
再
生
計
画
に
お
け
る
収
益
及
び
費
用
の
見

込
み
等
に
基
づ
い
て
債
務
者
に
対
し
て
債
務
の
免
除
を
す
る
金
額
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
。

（
前
条
の
手
続
実
施
者
が
弁
護
士
で
な
い
場
合
に
当
該
手
続
実
施
者
が
助
言
を
受
け
る
弁
護
士
の
要
件
）

第
十
八
条

法
第
五
十
一
条
第
一
項
第
一
号
の
認
定
に
係
る
手
続
実
施
者
が
弁
護
士
で
な
い
場
合
に
お
い
て
、
裁
判
外

紛
争
解
決
手
続
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
六
条
第
五
号
の
規
定
に
よ
り
、
認
証
紛
争
解
決
手
続
の
実
施
に
当

た
り
法
令
の
解
釈
適
用
に
関
し
専
門
的
知
識
を
必
要
と
す
る
と
き
に
、
当
該
手
続
実
施
者
が
助
言
を
受
け
る
弁
護
士

は
、
前
条
各
号
の
い
ず
れ
か
及
び
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

民
事
再
生
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
二
十
五
号
）
第
五
十
四
条
第
二
項
の
監
督
委
員
（
第
二
十
二
条
第
三

項
に
お
い
て
「
監
督
委
員
」
と
い
う
。）又
は
同
法
第
六
十
四
条
第
一
項
の
管
財
人
の
経
験
を
有
す
る
者

二

会
社
更
生
法
第
四
十
二
条
第
一
項
の
管
財
人
の
経
験
を
有
す
る
者

（
認
証
紛
争
解
決
手
続
の
実
施
方
法
に
係
る
基
準
）

第
十
九
条

法
第
五
十
一
条
第
一
項
第
二
号
の
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
条
か
ら
第
二
十
九
条
ま
で
に
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
一
時
停
止
）

第
二
十
条

認
証
紛
争
解
決
事
業
者
は
、
債
権
者
（
認
証
紛
争
解
決
手
続
に
お
け
る
紛
争
の
当
事
者
で
あ
る
債
権
者
に

限
る
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。）に
対
し
一
時
停
止
（
債
権
者
全
員
の
同
意
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
期
間
中
に

債
権
の
回
収
、
担
保
権
の
設
定
又
は
破
産
手
続
開
始
、
再
生
手
続
開
始
、
会
社
更
生
法
若
し
く
は
金
融
機
関
等
の
更

生
手
続
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
更
生
手
続
開
始
若
し
く
は
特
別
清
算
開
始
の
申
立
て
を
し
な
い
こ

と
を
い
う
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。）を
要
請
す
る
場
合
に
は
、
債
権
者
に
対
し
、
債
務
者
と
連
名
で
、
書
面

に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
一
時
停
止
の
要
請
に
係
る
通
知
を
発
し
た
場
合
に
は
、
当
該
通
知
を

発
し
た
日
か
ら
原
則
と
し
て
二
週
間
以
内
に
事
業
再
生
計
画
案
（
債
務
者
が
作
成
す
る
事
業
再
生
の
計
画
の
案
を
い

う
。
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
同
じ
。）の
概
要
の
説
明
の
た
め
の
債
権
者
会
議
を
開
催
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
債
権
者
会
議
）

第
二
十
一
条

認
証
紛
争
解
決
事
業
者
は
、
事
業
再
生
計
画
案
の
概
要
の
説
明
の
た
め
の
債
権
者
会
議
、
事
業
再
生
計

画
案
の
協
議
の
た
め
の
債
権
者
会
議
及
び
事
業
再
生
計
画
案
の
決
議
の
た
め
の
債
権
者
会
議
を
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
事
業
再
生
計
画
案
の
概
要
の
説
明
の
た
め
の
債
権
者
会
議
）

第
二
十
二
条

事
業
再
生
計
画
案
の
概
要
の
説
明
の
た
め
の
債
権
者
会
議
に
お
い
て
は
、
当
該
債
務
者
に
よ
る
現
在
の

債
務
者
の
資
産
及
び
負
債
の
状
況
並
び
に
事
業
再
生
計
画
案
の
概
要
の
説
明
並
び
に
こ
れ
ら
に
対
す
る
質
疑
応
答
及

び
債
権
者
間
の
意
見
の
交
換
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
の
前
項
の
債
権
者
会
議
の
決
議
は
、
債
権
者
の
過
半
数
を
も
っ
て
行
う
こ
と

が
で
き
る
。
た
だ
し
、
第
四
号
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
債
権
者
の
全
員
一
致
を
も
っ
て
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

議
長
の
選
任

二

手
続
実
施
者
の
選
任

三

第
二
十
四
条
の
債
権
者
会
議
の
開
催
日
時
及
び
開
催
場
所

四

債
権
者
ご
と
に
、
要
請
す
る
一
時
停
止
の
具
体
的
内
容
及
び
そ
の
期
間

五

第
二
十
六
条
の
債
権
者
会
議
の
開
催
日
時
及
び
開
催
場
所

３

前
項
第
二
号
の
手
続
実
施
者
の
中
に
は
、
監
督
委
員
若
し
く
は
民
事
再
生
法
第
六
十
四
条
第
一
項
の
管
財
人
又
は

会
社
更
生
法
第
四
十
二
条
第
一
項
の
管
財
人
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
管
財
人
」
と
い
う
。）の
経
験
を
有
す
る
者

が
一
人
以
上
含
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
事
業
再
生
計
画
案
が
債
権
放
棄
を
伴
う
場
合
に
は
、
手
続
実

施
者
を
三
人
以
上
（
債
務
者
の
有
利
子
負
債
が
十
億
円
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、
二
人
以
上
）
選
任
し
、
当
該
手
続

実
施
者
の
中
に
は
監
督
委
員
又
は
管
財
人
の
経
験
を
有
す
る
者
及
び
公
認
会
計
士
（
公
認
会
計
士
法
（
昭
和
二
十
三

年
法
律
第
百
三
号
）
第
十
六
条
の
二
第
五
項
に
規
定
す
る
外
国
公
認
会
計
士
を
含
む
。
第
四
十
一
条
第
二
項
及
び
第

六
十
六
条
第
二
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。）が
そ
れ
ぞ
れ
一
人
以
上
含
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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